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● 前回までの議論
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◆ 伊根町の主要産業

（一般財団法人地域活性化センター人口・地域経済研究室「がんばる地域”応援事業（地域
経済循環分析）関係者向け簡易セミナー」より引用）
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◆ 地域経済循環構造を機能させるには

（一般財団法人地域活性化センター人口・地域経済研究室「がんばる地域”応援事業（地域
経済循環分析）関係者向け簡易セミナー」より引用）
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◆ 町内総生産の推移

（京都府「市町村民経済計算統計表」より作成）
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◆ 地域の中核となる産業（15年）
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影響力係数と感応度係数がと
もに高い産業は、地域にとって
核となる産業である。

他産業へ与える影響力が大きく、同時に他
産業から受ける感応度も大きい産業で地域
の取引の核となっている産業

一般的には、基礎資材などの原材料製造
業部門がこれに該当し、鉄鋼、パルプ・紙・

木製品、化学製品等が含まれる。

（環境省「伊根町の地域経済循環分析 レポート」より加筆引用）

他産業へ与える影響力が大きいが、他産業
から受ける感応度は小さい産業

一般的には、自動車などの最終財の製造部
門が含まれる。

6



◆ 各委員からのご意見

• 水産品（漁獲物）のほとんどは、市場に流通している。宿泊
業者や食品会社に卸すことは理想的ではあるが、なかなか
難しい。

• 農業の場合も、まずは市場（ＪＡ）に出さなければならないと
ルールがある。ブランドを生み出して、地元で流通できるよう
になれば良いとは思う。

• 伊根町の宿泊単価の高さはブリやカニを提供していることが
影響しているだろう。

• かつて、町内で製造されていた塩に着目しており、新たな商
品として売り出したいと考えている。
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◆ 経済波及効果について

（土居英二ほか[2019]「はじめよう地域産業連関分析［改訂版］」より引用）
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１ 経済波及効果の推計：観光
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◆ タイプ別の観光客単価（21年）

（「伊根町観光客実態調査 調査結果」より作成）

消費金額（中央値） 購買率 消費金額（中央値） 購買率

宿泊費 － ー 20,000 97.6%

飲食費 2,000 84.9% 3,500 97.6%

買い物代 700 57.0% 2,450 95.2%

入場料・施設利用料 400 54.8% 1,100 85.7%

交通費 0 ー 0 ー

その他 0 ー 0 ー

日帰り客（n=93） 宿泊客（n=42）
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◆ シナリオ１：お土産品の充実

①観光者数 2019年と2020年の中間値

→ 271,208人

②観光者の内訳 2020年の数値

→ 宿泊：11.8％ 日帰り：88.2％

③宿泊客 買い物代 2,450円 → 3,000円

購入率は現状維持（95.2％）

④日帰り客 買い物代 700円 → 1,500円

購入率は10ポイント向上（67.0％）

⑤購入品目 食品90％、雑貨10％
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◆ シナリオ１の最終需要額

宿泊客 日帰り客 合計 宿泊客 日帰り客 合計

食料品 67.0 85.9 152.9 82.0 216.4 298.5

繊維製品 3.7 4.8 8.5 4.6 12.0 16.6

その他の製造業 3.7 4.8 8.5 4.6 12.0 16.6

宿泊飲食 731.9 406.3 1138.2 731.9 406.3 1138.2

その他サービス 30.1 52.5 82.6 30.1 52.5 82.6

合計 836.4 554.2 1390.6 853.1 699.2 1552.3

現行水準 シナリオ１

（単位：100万円）
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◆ シナリオ１の経済波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ１

最終需要額 1390.6 1552.3

うち町内最終需要額 1314.7 1404.2

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ１

直接効果 1314.7 1404.2

第1次間接効果 253.3 266.9

第2次間接効果 133.9 145.3

経済波及効果 1702.0 1816.3

波及効果倍率 1.22 1.17

0.590

↓

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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◆ シナリオ２：体験型コンテンツの拡充

①観光者数 2019年と2020年の中間値

→ 271,208人

②観光者の内訳 2020年の数値

→ 宿泊：11.8％ 日帰り：88.2％

③宿泊客 入場料等 1,100円 → 2,000円

購入率は5ポイント向上（90.5％）

④日帰り客 入場料等 400円 → 1,000円

購入率は10ポイント向上（64.8％）
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◆ シナリオ２の最終需要額

宿泊客 日帰り客 合計 宿泊客 日帰り客 合計

食料品 67.0 85.9 152.9 67.0 85.9 152.9

繊維製品 3.7 4.8 8.5 3.7 4.8 8.5

その他の製造業 3.7 4.8 8.5 3.7 4.8 8.5

宿泊飲食 731.9 406.3 1138.2 731.9 406.3 1138.2

その他サービス 30.1 52.5 82.6 57.9 155.2 213.0

合計 836.4 554.2 1390.6 864.2 656.9 1521.1

現行水準 シナリオ2

（単位：100万円）
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◆ シナリオ２の経済波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ２

最終需要額 1390.6 1521.1

うち町内最終需要額 1314.7 1445.2

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ２

直接効果 1314.7 1445.2

第1次間接効果 253.3 262.6

第2次間接効果 133.9 146.0

経済波及効果 1702.0 1853.8

波及効果倍率 1.22 1.22

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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◆ シナリオ３：滞在型観光の推進

①観光者数 2019年と2020年の中間値

→ 271,208人

②観光者の内訳

2020年の数値から宿泊割合が10ポイント上昇

20年 宿泊：11.8％ 日帰り：88.2％

→ 宿泊：21.8％ 日帰り：78.2％

③宿泊費

現状維持（20,000円）のまま

17



◆ シナリオ３の最終需要額

宿泊客 日帰り客 合計 宿泊客 日帰り客 合計

食料品 67.0 85.9 152.9 124.0 76.2 200.1

繊維製品 3.7 4.8 8.5 6.9 4.2 11.1

その他の製造業 3.7 4.8 8.5 6.9 4.2 11.1

宿泊飲食 731.9 406.3 1138.2 1354.1 360.2 1714.3

その他サービス 30.1 52.5 82.6 55.7 46.5 102.2

合計 836.4 554.2 1390.6 1547.4 491.4 2038.8

現行水準 シナリオ３

（単位：100万円）
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◆ シナリオ３の経済波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ3

最終需要額 1390.6 2038.8

うち町内最終需要額 1314.7 1939.5

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ3

直接効果 1314.7 1939.5

第1次間接効果 253.3 377.1

第2次間接効果 133.9 197.3

経済波及効果 1702.0 2513.9

波及効果倍率 1.22 1.23

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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２ 経済波及効果の推計：食料品

20



◆ 主要な部門間取引構造（15年）
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純移輸出額がプラスの産業

（数値及び円の大きさは当該産業の地域内生産額）

純移輸出額がマイナスの産業

（数値及び円の大きさは当該産業の地域内生産額）

当該産業（矢印始点）が他の産業（矢印終点）に販売した財・

サービスの総額が地域内総生産額の0.2%以上を占める取引

当該産業（矢印始点）が他の産業（矢印終点）に販売した財・

サービスの総額が地域内総生産額の0.2%以上を占める、か
つ当該産業の地域内生産額の30％以上を占める取引

（環境省「地域経済循環分析レポート」より加筆引用）
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◆ 地元食材を活用した食品の開発・販売①

【シナリオ１ 食料品の自給率5％アップ】

①生産額

年間1,000万円

②農水産品の活用

農業・水産業からの調達率を各2.5ポイント上昇

農業：1.5％→4.0％ 水産業：27.5％→30.0％

③食料品の自給率

現状（27.0％）から5ポイント上昇（32.0％）

④販路

地元消費：20％ 移出：80％
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◆ シナリオ１の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ１

最終需要額 10.0 10.0

うち町内最終需要額 0.5 0.6

移出額 8.0 8.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ１

直接効果 8.5 8.6

第1次間接効果 11.3 11.3

第2次間接効果 0.4 0.7

経済波及効果 20.3 20.7

波及効果倍率 2.03 2.07

0.590

↓

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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◆ 地元食材を活用した食品の開発・販売②

【シナリオ２ 食料品の自給率10％アップ】

①生産額

年間1,000万円

②農水産品の活用

農業・水産業からの調達率を各2.5ポイント上昇

農業：1.5％→4.0％ 水産業：27.5％→30.0％

③食料品の自給率

現状（27.0％）から10ポイント上昇（37.0％）

④販路

地元消費：20％ 移出：80％
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◆ シナリオ２の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ２

最終需要額 10.0 10.0

うち町内最終需要額 0.5 0.7

移出額 8.0 8.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ２

直接効果 8.5 8.7

第1次間接効果 11.3 11.4

第2次間接効果 0.4 0.8

経済波及効果 20.3 20.9

波及効果倍率 2.03 2.09

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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◆ 地元食材を活用した食品の開発・販売②

【シナリオ３ シナリオ２＋地元消費率30％】

①生産額

年間1,000万円

②農水産品の活用

農業・水産業からの調達率を各2.5ポイント上昇

農業：1.5％→4.0％ 水産業：27.5％→30.0％

③食料品の自給率

現状（27.0％）から10ポイント上昇（37.0％）

④販路

地元消費：30％ 移出：70％
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◆ シナリオ３の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ３

最終需要額 10.0 10.0

うち町内最終需要額 0.8 1.1

移出額 7.0 7.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ３

直接効果 7.8 8.1

第1次間接効果 10.0 10.2

第2次間接効果 0.4 0.7

経済波及効果 18.2 19.0

波及効果倍率 1.82 1.90

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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３ 経済波及効果の推計：水産業

28



◆ 漁家経営の方向性

（婁小波［2013］「海業の時代」より引用）
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◆ 漁村の特性と取り組み例

（水産庁「令和元年度 水産白書」より引用）
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◆ シナリオ１ 生産額の増加

〇生産額の増加

漁獲量等の増加により、新たに1,000万円の増加

現状（2015年） 年間 13億2,100万円

↓

シナリオ 年間 13億3,100万円
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◆ シナリオ１の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ１

最終需要額 1321.0 1331.0

うち町内最終需要額 1321.0 1331.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ１

直接効果 1321.0 1331.0

第1次間接効果 94.9 95.6

第2次間接効果 63.6 64.0

経済波及効果 1479.4 1490.6

波及効果倍率 1.12 1.12

0.590

↓

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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◆ シナリオ２ 海鮮レストラン

①売上高

年間1,000万円

②水産品の活用

水産業からの調達率を10ポイント上昇

現状：0.5％ → シナリオ２：10.5％
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◆ シナリオ２の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ２

最終需要額 1000.0 1000.0

うち町内最終需要額 1000.0 1000.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ２

直接効果 1000.0 1000.0

第1次間接効果 167.6 236.9

第2次間接効果 67.8 70.4

経済波及効果 1235.4 1307.3

波及効果倍率 1.24 1.31

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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◆ シナリオ３ 新商品の開発・販売

①生産額

年間1,000万円

②水産品の活用

水産業からの調達率を10ポイント上昇

水産業：27.5％→37.5％

③食料品の自給率

現状（27.0％）から10ポイント上昇（37.0％）

④販路

地元消費：20％ 移出：80％
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◆ シナリオ３の波及効果

当初設定 現行水準 シナリオ３

最終需要額 10.0 10.0

うち町内最終需要額 0.5 0.7

移出額 8.0 8.0

消費転換係数

推計結果 現行水準 シナリオ３

直接効果 8.5 8.7

第1次間接効果 11.3 11.4

第2次間接効果 0.4 0.5

経済波及効果 20.3 20.6

波及効果倍率 2.03 2.06

（単位：百万円）

0.590

↓
（単位：百万円）
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４ 今後の方向性について
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◆ 推計結果のまとめ

順位 波及効果倍率 シナリオの内容 分野

1 2.09 　地元食材を活用した食品の開発・販売（自給率10％up＆移出80％） 食料品

2 2.07 　地元食材を活用した食品の開発・販売（自給率5％up＆移出80％） 食料品

3 2.06 　水産品を活用した新商品の開発・販売（自給率10％up＆移出80％） 水産業

4 1.90 　地元食材を活用した食品の開発・販売（自給率10％up＆移出70％） 食料品

5 1.31 　海鮮レストラン 水産業

6 1.23 　滞在型観光の推進 観光

7 1.22 　体験型コンテンツの拡充 観光

8 1.17 　お土産品の充実 観光

9 1.12 　水産業の生産額増加 水産業
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◆ 地域商社の概念

（公益財団法人中国地域創造研究センター［2020］「中国地域における地域商社機能のあり方
に関する調査 報告書」より引用）
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◆ 地域商社の類型①

（日本政策投資銀行[2018]「地域商社の成長に向けた戦略調査」より引用）
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◆ 地域商社の類型②

（日本政策投資銀行[2018]「地域商社の成長に向けた戦略調査」より引用）
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◆ 地域商社の類型③

（日本政策投資銀行[2018]「地域商社の成長に向けた戦略調査」より引用）
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◆ 事例：地域商社まるごと津和野

• 津和野町農林課と株式会社FoudingBase（東京都台
東区）が連携し、2019年から事業スタート。運営会
社はFoudingBaseが担当する。

• 事業内容は、「マルシェ事業」・「定期便事業」・「e-コ
マース事業」、「商品開発」、「首都圏でのPR活動」
の5つにである。

（株式会社FoudingBase・まるごと津和野ショップホームページより引用）
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◆ 伊根町における地域商社（案）

地 域 商 社

【外部人材の活用】

町内事業者

個人事業者

行政

＜事業内容＞

・商品企画・開発

・ブランティング

・販路開拓

・ECサイトの運営 など

大都市圏

周辺地域

【支援】 【利用】

【利用】

【支援】

【支援】
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